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○第1期の提言に対して

「芸術の産業化」から「産業

の芸術化」へ

・経済効率によりアート活動

が制限されてはならない

・経済活動や日常生活に生

かされるアート

・アートの担い手を固定的に

考えない。市民の全てが

アーティスト（アート・ディレク

ター、マネジャー、コンシエ

ルジュ、コミュニケーター、ボ

ランティア、サポーター…）

・ただし、アートが全くの手段

となってはならない

○第2期の提言に対して

・「アートセンター」準備室の

開設について（中心と周辺

におけるアート情報の共有

化）

・「アーツカウンシル」の運用

開始について（理念的構想

から現実的提言までの課題

整理、トップアーティストの養

成からアマチュアの活動支

援までの体制作り）

①第１期・第２期のメッセージの具体

的検証

②「人のつながり」を作っていく「情報

流通」の具体的構築（人を中心に考

える情報構築）

③都市のアート空間の創造

〔日常的な〕都市空間でのアート（お

しゃれで快適なゆとりを楽しめる空

間）〔非日常的な〕都市空間でのアー

ト（音楽祭や芸術祭といった非日常

的な『お祭り』を刺激的に活性化さ

せ、都市全体をマッサージさせる）

○総じて言えば、第１期・第２期を実

行可能で有効にする提案にする。

○第１期・第２期の内容を

踏まえ、実践的で具体的

な提案ができればよい。

○具体案としては、「札幌

の文化芸術インターネット

メディア（ウェブサイト）を市

が中心につくること。

これは、創造都市札幌、文

化芸術のまちを目指す札

幌の広報と同時に市民に

頼られる（相談・活用でき

る）「インターネットメディア

という形のアートセンター」

を目指すもの。

○市の他の文化芸術事業

の情報も集約し発信しま

す。このサイトを軸に

facebookやtwitterなどのＳ

ＮＳサービス等を活用しな

がら発信するとよい。イン

ターネットを中心に市民が

集まるイベントも開催した

い。

このインターネットメディア

には、どういった目的・役

割・コンテンツが必要かを

話し合いたい。

○札幌市の文化・芸

術・行政は一つ一つの

事業によってミッション

が異なるため、一つの

テーマに括るというのは

少し乱暴に思う。

○資料としてまとめや

すいのは理解できる

が、「テーマ」のために

議論することが、この会

議では大切だと思えな

い。

○情報（発信・共有・蓄

積・利用促進）のやり方

について再検討（より効

果の高い方法・手法・シ

ステム＝担い手とメディ

ア）

○アートセンター

検討から実働へ段階が

変化⇒メディアも注目

する情報発信のチャン

スの時機

○前回・前々回の会議

であまり議論されてい

ない点である

○「共創」が必要という

視点から、たとえばウィ

キペディアのように一般

市民が編集できるデー

タベース構築やキャン

ペーンソングコンペなど

具体案を提案

○市民・行政・アーティ

ストをつなぐキーワード

「芸術の産業化」の見

直し

⇒それぞれの考える産

業化があり、考えの違

いによっては、この関係

が円滑に回らない可能

性があるでは。

どのようなキーワードに

設定すれと、芸術が道

具にならず、市民が

アーティストとより良い

関係を築くことができる

のか考えたい。

○行政が、市民（企業）

とアーティストにどのよ

うにつながりを持たせる

のか。

⇒イメージがつかめな

いため。

○第１期は俯瞰図が示

され、第２期には「共

創」の概念が示されまし

た。市民が創造性を発

揮するための仕組み作

りが急務です。第３期で

は、「産業化」

の推進が示されていま

す。

○多極化し、変化の激

しい世界のアートシーン

や市場を視野に置いた

ネットワーキングを前提

とした、質の高い情報を

市民に届けるため、「収

集・編集・発信」を担う

人材をどう発掘し育成

するかを議論したい。

○アーティスト情報のさ

らなる充実

・市民が活発な芸術活

動を行うために、サ

ポートしてほしい（くれ

る）アーティストにはど

んな人材がいるか。

・「札幌市アーティストバ

ンク」の充実

○第1期、２期の内容は

とても素晴らしく、理論

的にまとめてあると思

う。

今後それを形にすべく、

具体的な内容（企画）を

決めていく必要がある。

○壮大な計画で終わる

のではなく、こつこつと

実現可能な案を積み重

ね、それに必要な人材

確保及び発掘をしてい

けばよい。

○文化芸術を浸透させ

るには、専門家や興味

がある人たちだけで論

じていても仕方がないと

感じる。どのように市民

を巻き込むかといった

部分も考えながら話を

すすめればよいと思う。
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特になし。 ①について前回の話し合いから、

ピックアップすると、

鈴木委員：能力あってもチケットノルマを

さばけず役がもらえない札幌のオペラ事

情

山田委員：昔ながらの手売りへの依存

⇒考証：小規模市町村の場合、市民大

半が知人なので問題ないが、190万都

市では大半が他人。そのため、３％の潜

在客層の５万人に手が届かない。さら

に、人間の感覚は昔と変わらず、顔見知

りにならないと応援する気分になれな

い。

⇒解決の可能性：石川委員：「流通の構

築」の必要性に可能性を見い出せない

か。より具体的には、冨田委員：「たくさ

んの人の繋がりの形成」

②のテーマになることでもある。

現代社会は大量の情報が過剰に発信さ

れている。そのため、かえって個々の情

報が見えなくなっている。それらの打開

方法を見い出していく必要が出てくる。

石川委員：「行政の横断的流通」、「ボラ

ンティアの動的組織」も検討範囲

これらは③の具体的実行において行政

組織の横断的協力も必要になるため、

これらを具体例を通して検証していく。

「日常的」という環境美化の問題と「非日

常的」という都市としての『お祭り』の持

つ発信力の強化をまずは区分していく。

○委員から集まったテーマ

を検討し、

①テーマを決定。

②テーマをどのように展開

し、結論を出すかスケ

ジュールを決める

③テーマに沿った会議を

開始する。

○初回だったので必要

だとは思うが、資料を読

めばわかる事務局説明

は最小限にし、なるべく

委員内での議論に時間

を使えるとよい。

○文化部の職員も市民

であることには変わりな

いので、一緒に議論が

できるとよい。

○総花的という批判を

避けるため、「まんべん

なく」「バラマキ型」の計

画とならないよう、「一

点集中」「的を絞った」

議論を目指す。

○「底上げ」よりも、「上

から引っ張る」施策を。

町内会レベルの支援よ

り、アーティストの卵や

支援する市民があこが

れや夢を抱き、これから

に期待・希望を持てるよ

うな、対外的アピールも

できるような施策を目指

す。

○北村委員長を中心に

進める。

○各回で委員一人が何

かのテーマを調べ、そ

れを発表し、その内容

をに沿って委員で話し

合いを進めると、内容

が濃くなると思われる。

○特になし 各委員からあがった

テーマ候補の中から絞

り、その項目を協議し、

実現に向けてまとめて

いく。

○意見交換ばかりで

は、具体的な話がまと

まらない気がする。

○言葉だけを並べて終

わるのではなく、現実的

にできることを決め、そ

れについて今度は行政

から答えを頂きながら

修正していく必要があ

ると思う。
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○特になし ○まずは、幅広く発言し、そこに出る

問題や提案を検証していけばよい。

○第２期の（アーツ）センターという

思考と逆から攻めるのもよいのでは

ないか。

○特になし ○会議で一つの結論を

出し、資料にまとめるの

は大事なことだとは思う

が、まとめることが会議

の目的ではないので、

多少散らかっても現状

の問題をあぶり出し、解

決へのアプローチを探

ることが大切だと思う。

○円卓会議は公開なの

で、日時の発表は少し

でも早く行うべき。今ま

でのタイミングでは遅

い。

○今後は紙媒体による

提出のほか、メールや

掲示板など、電子媒体

を導入した方が、委員

も事務局も便利だと思

う。

○特になし ○現在まで全てを加算

する議論がなされてい

るが、総花的なものに

なりがち。

○未来を見据え、どこ

に優先順位があるの

か、

ある程度の絞り込みや

具体性も必要ではない

か。

○文化芸術基本計画

等とは別個にテーマを

絞り込むことは難しいと

思う。

○特になし


